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忙
な
ス
タ
ヅ
フ
を
支
え
る
貴
　
　
　
［
ど
ぅ
せ
家
で
ぶ
ら
ぶ
ら

圖
圖
一
山
出
目
ヅ
出
］
囮

　
　
　
　
　
掃
除
や
新
聞
の
切
り
抜
　
で
す
」
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
礦

一
団
消
周
一
世
界

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
－
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｏ

（
1
7
）
が
救
援
物
資
の
仕
分

け
に
岡
山
空
港
へ
駆
け
付

け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

メ
ン
バ
ー
は
年
々
増
加
。

現
在
、
1
0
入
が
週
２
回
程

あ
て
名
書
き
を
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
命
の
メ
ン
バ

ー
ー
。
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
を
影
で
支
え
て
い
る

き
、
あ
て
名
書
き
な
ど
、
活

動
の
ほ
と
ん
ど
は
裏
方
作

業
。
昨
年
５
月
の
サ
ハ
リ
ン

大
地
震
で
、
県
立
岡
山
一
宮

高
校
２
年
、
山
膏
将
臣
君

習
後
に
訪
れ
る
同
校
２
年
、

岡
田
光
史
君
（
1
6
）
に
は
気

負
い
は
全
く
な
い
。
そ
れ
で

も
今
年
３
月
に
は
約
２
週

　
　
「
こ
ん
に
ち
は
Ｉ
」
。
午

後
４
時
過
ぎ
、
高
校
生
の
元

気
な
声
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に

響
く
。
昨
年
９
月
に
発
足
し

た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
は
多

間
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参

加
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
や
幼
稚
園
で
文
具
な

ど
を
配
っ
て
歩
い
た
。

　
　
「
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら

す
1
1
歳
の
少
年
な
ど
多
く
の

人
と
知
り
合
え
た
。
何
よ
り

自
分
の
存
在
を
喜
ん
で
も
ら

っ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」
。

今
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
旧
ユ
Ｌ

ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
。

タ
オ
ル
を
送
る
運
動
で
は
学

校
で
旧
ユ
ー
ゴ
の
窮
状
を
訴

え
、
２
１
３
枚
の
タ
オ
ル
を

集
め
た
。
４
月
か
ら
加
わ
っ

た
問
校
２
年
、
矢
吹
友
理
さ

ん
（
1
7
）
は
「
井
戸
端
会
議

の
よ
う
な
雰
囲
気
が
大
好

き
」
と
話
す
。

　
そ
ん
な
高
校
生
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
は
さ
ら
に

広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今

月
1
1
日
に
は
岡
山
大
安
寺
、

岡
山
一
宮
な
ど
地
元
５
校
政

生
徒
会
長
ら
約
2
0
入
が
意
見

交
換
会
を
開
き
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
高
校
生
会
」
を
設
立

し
た
。

　
呼
び
か
け
人
は
、
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
」
を

公
約
に
掲
げ
、
生
徒
会
長
に

選
ば
れ
た
県
立
岡
山
大
安
寺

高
校
３
年
、
松
鴫
文
代
さ
ん

　
（
1
7
）
。
２
月
の
中
国
・
雲

南
省
大
地
震
で
は
学
校
で
募

金
活
動
を
実
施
。
集
ま
っ
た

金
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
付
し
た

際
、
岡
田
君
た
ち
の
存
在
を

知
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。
「
み

ん
な
が
自
然
体
で
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
に
感
心
し
た
」

と
い
う
。

　
意
見
交
換
台
で
は
、
医
療

救
援
の
た
め
雲
南
省
入
り
し

た
岡
山
大
医
学
部
留
学
生
、

汪
達
紘
さ
ん
が
被
害
状
況
を

報
告
。
「
１
０
０
円
で
レ
ン

ガ
1
0
個
、
３
０
０
万
円
あ
れ

ば
小
学
校
が
で
き
る
」
と
聞

き
、
倒
壊
し
た
学
校
の
再
建

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
搦
刀
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

　
学
校
間
を
超
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
に
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
の
田
代
邦
子

さ
ん
は
「
『
や
ら
さ
れ
て
る
』

と
い
う
意
識
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
。

ア
は
で
き
な
い
。
自
主
的
に

取
り
組
め
ば
、
彼
ら
に
と
っ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
参

加
の
第
一
歩
に
な
る
は
ず
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

　
【
一
色
昭
宏
、
つ
づ
く
】
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